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１．用語の整理 

「商圏人口・店舗面積・宣伝費によって、売上高はどう変わるか」という場合…… 

・説明変数＝商圏人口・店舗面積・宣伝費といった、原因と想定していることがら。 

・目的変数＝売上高のように、結果となることがら。 

・単回帰分析＝「商圏人口と売上高」のように、説明変数が１つの回帰分析。 

・重回帰分析＝「商圏人口・店舗面積・宣伝費と売上高」のように、複数の説明変数を同

時にあつかう回帰分析。 

・回帰式＝目的変数の理論値を計算する式。 

 

２．重回帰分析（１） 

「チキン売上 2.xlsx」ファイルを開いて下さい。まず、商圏人口・店舗面積・宣伝費を説

明変数とします。 

①「データ」タブ→「データ分析」で、「回帰分

析」を選択します。 

②「入力 Y範囲（目的変数）」欄に、売上高のデ

ータ E3～E23セルを指定します。（今回は、ラベ

ル（3行目）も含めてみます。） 

③同様に、「入力 X範囲（説明変数）」に、B3～

D23セルを指定します。 

④「ラベル」にチェック。 

⑤「一覧の出力先」に、A30セルを指定して、

「OK」。 

 

30行目以下に、右図のような結果が

表示されましたか？ 

重相関 Rが 0.84ですから、「かなり

強い相関関係がある」といえます。 

 

ただし、「P-値」を見てください。こ

れは、「無関係である確率」です。店

舗面積の P-値は 0.53（53％）とずば

抜けて高いですから、目的変数とし

ないほうがよさそうですね。  

回帰分析（２） 

前回は、「商圏人口と売上高の相関関係」というように、原因（と想定していることがら）

が１つでした。今回は、２つ以上の場合をあつかってみます。 

※わかりやすさを優先しているので、数学的な厳密さは欠いています。実際の仕事などに活用する際は、

注意して下さい。 
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３．重回帰分析（２） 

店舗面積ははずして、商圏人口・宣伝費を説明変数として回帰分析をおこなってみます。 

①「データ 2」シートを選択して、「データ」

タブ→「データ分析」で、「回帰分析」を選択

します。 

②「入力 Y範囲（目的変数）」欄に、売上高の

データ D3～D23セルを指定します。（今回

は、ラベル（3行目）も含めてみます。） 

③同様に、「入力 X範囲（説明変数）」に、B3

～C23セルを指定します。 

④「ラベル」にチェック。 

⑤「一覧の出力先」に、A30セルを指定して、

「OK」。 

 

結果を、見てみましょう。 

重相関 R＝0.84、商圏人口と宣伝費の P-値がそれぞれ 0％・1％ですから、かなりよい相

関関係モデルだと言えます。 

 

４．回帰式 

右図のような係数から、回帰式は次のようになります。 

 売上高＝513×商圏人口＋3.53×宣伝費＋4900 

 （係数は、4桁目を四捨五入してあります。） 

 

［練習問題１］ 

（１）E列に、回帰式を表す数式を入力して、理論値を計算して下さい。 

（２）F列に、実際の売上高と、回帰式から求められる理論値との差が計算されるよう

に、数式を入力して下さい。 

（３）G列に、F列の値が大きい順（実際の売上高が理論値より大きい順）に、順位が計

算されるよう、関数を入力して下さい。  
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［解答１］ 

（ １）E4セルに以下を入力→コピーし

て、E5～E23セルに「数式として」貼り

付け。 

    =$B$47*B4+$B$48*C4+$B$46 

（２）F4セルに以下を入力→コピーし

て、F5～F23セルに「数式として」貼り

付け。 

    =D4-E4 

（３）G4セルに以下を入力→コピーし

て、G5～G23セルに「数式として」貼り

付け。 

    =RANK(F4,$F$4:$F$23,0) 

   （Rank.EQ 関数でも OK） 

 

 

［練習問題２］ 

ハーゲルサンダースでは、21号店の出店を決めました。商圏人口は 23.1 千人です。 

（１）25行目は、「宣伝費を 250万円（2,500千円）かけた場合」です。想定される売上

高を、E25セルに計算して下さい。 

（２）26行目は、「目標売上高 300万円（3,000千円）とする場合」です。この回帰分析

モデルでは、宣伝費をいくらにすればいいと考えられますか。C26に計算して下さい。 

（方程式の問題なので、苦手なかたはパスして下さい。） 

 

［解答２］ 

（１）理論値の数式（E4セル）を、そのまま数式としてコピーすれば OK。 

結果は、25,566千円となります。 

（２）以下の方程式を、C26について解きます。 

    $B$47*B26+$B$48*C26+$B$46=30000 

C26について解くと、 

    C26=(30000-$B$47*B26-$B$46)/ $B$48 

結果は、3,757千円となります。 
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［実力問題］ 

「アイス売上.xlsx」を開いて下さい。その日の気温・湿度と、ハーゲルダッツ・アイスク

リームの売上高の、1年間の記録です。 

 

（１）気温と売上高について、単回帰分析をおこなってください。相関係数（重相関 R）

はいくつですか？ 

 

（２）E列に、（１）の回帰分析モデルによる理論値（回帰式）を、入力して下さい。 

 

（３）気温と売上高・理論値 1の関係を、散布図グラフで表して下さい。グラフを見て、

何か感じることはありますか。 

 

（４）湿度と売上高について単回帰分析をおこなってください。相関係数（重相関 R）は

いくつですか？ 

 

（５）F列に、（４）の回帰分析モデルによる理論値（回帰式）を、入力して下さい。 

 

（６）気温と売上高・理論値 2の関係を、散布図グラフで表して下さい。グラフを見て、

何か感じることはありますか。 

 

（７）気温・湿度と売上高について、重回帰分析をおこなってください。 

 

（８）今日の予想気温は 18℃、予想湿度は 45％です。（７）の回帰分析モデルをもと

に、売上高を予想して下さい。 
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［実力問題の解答］ 

（１）相関係数は、約 0.63。相関関係があると言っていい数値です。 

（２）（１）の結果、切片や気温の係数は、右図の

ようになります。E4セルに、以下の数式を入力

し、E5セル以下にコピーします。 

  =(気温の係数)*B4+(切片) 

（「気温の係数」「切片」は、絶対参照のセル番地が入力されます。） 

1月 1日～14日あたりまでの結果は、右図の通り。 

 

 

 

（３）右図の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）相関係数

は、約 0.17。

相関関係がある

とはいえませ

ん。 

 

（５）（２）と同

様。1月 1日～

14日の結果は

右図の通り。 

 

（６）右図の通り 

 

（７）右図。 

 

（８）1074×18－156×45＋30350 

＝42662 

およそ、42,700円です。 

 


